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シ カ ゴ ・ エ リア ・ プ ロ ジ ェ ク ト （CAP ）の 理 論的検討

一 「社会解体論」、
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1，研究の 目的

　本研究の 目的は 、 シ ョ ウに よっ て創始された子 ど

も福祉事業、シ カ ゴ ・エ リア ・プ ロ ジ ェ ク ト （CAP）

の理念と方策を、社会学の みならず政治哲学の 理論

に照らして検討する こ とで ある。 CAPの 特徴は、排除

され て い た移民マ イ ノ リテ ィ
ー
省 困層 を、共 同活動

を通 した公共 の創出を通 して ア メリカ社会に包摂 し

よ うと した点 に ある。近年我が国に おい ても、社会

問題 の 解決策 の
一

っ として、市民参加 の まちづ くり

が喫緊の課題となっ て おり、CAPに私たちが学ぶ とこ

ろ は少なくない と考える 。

　本報告で はCAPの 実践が、1，シ ョ ウの 「社会角竊 侖」

の みならず 、
2．パ ーク ・バ ージ ェ ス が展開した 「人

種サイクル論」や、3．デュ
ー

イの 民主主義理論に依

拠して い た点を明らかに し、CAPの理論的支柱に特に

焦点をあて、探究して ゆくこ とにしたい
。

2．非行問題を解決課題とした 「社会解体論」

　シ ョ ウがマ ッ ケイと共に丹念な実証 研究か ら確 立

した非行理 論は、「社会解体論」 と呼ばれ て きた。こ

の 「解体」 とは 、 従来誤解される傾向が あっ たが、

決 して社会的 コ ン トロ ー
ル の 真空状態を意味 した の

で は ない 。それは社会的コ ン トロ
ー

ル の 二 元論、す

なわち 1．逸脱を抑止 す る標準的 （conventional ） コ

ン トロ
ー

ル と、2．逸脱を促進する非標準的 コ ン トロ

ー
ル の 相反する 2 つ の コ ン トロ

ー
ル を前提として い

る。これら 2 つ の コ ン トロ
ー

ル の 拮抗する場 こ そ、

非行多発地域で ある （玉井 2006）。

　具体的に い うと、ス ラ ム の 非行多発知地域で は逸

脱行為が あ りふれた 日常生活 の 光景 となっ て い るの

で 、不正 を通 して富を得る機会が、特定の 非行集団

勉 ［扉集団の 内部の みならず、あらゆ る人 々 に 開か

れて い る。従 っ て子 どもで さえ、盗品をす ぐに換金

す る こ との で き る湯所が ど こ か を知っ て い る。つ ま

り犯罪は 暗黙の 了解を得た営為なの で ある （Shaw ＆

McKay　l942，　p173）。

　で は CAP の 方法論 と関連づ けるなか ば、シ ョ ウと

マ ッ ケイの 非行理論は い か に位置づ けられるの か。

非行文化は、すで に ス ラ ッ シ ャ
ー

らにより発見され

て い た の で、目新しい もの で はない
。 シ ョ ウとマ ッ

ケイの 非行理論 の 眼 目は、非行文 化の 時間的 ・空間

的把握を入 念に行い、ス ラ ム 子 どもた ちが ア メ リカ

の メイ ン ス トリーム に参加する上 で、極めて 不利な

立場に置か れて い るとい う社会的不平等の 問題を、

地域の 解決課題として浮 かび上が らせ、非行予防と

逸脱者処遇 の た め の プ ロ グ ラム の 必要性を論じた点

に こそあるの ではない カ 

　その 問題とは、  ス ラム に暮らす子どもたちは、

社会化の 過程で学習を通 して 形成され る逸脱に 、 正

のサ ン ク シ ョ ン と負の サン クシ ョ ン が与えられ る と

い う、ダブ ル バ イン ドの 矛盾を生きねばならず、 

さらには この ような環境の 出身者で ある こ と自依

子 どもたちにとっ て ス テ ィ グマ とな り、  前科者と

なれば、「軽愚」 CnDron）の レイ ベ リン グをされたシ

ドニ
ー

に顕著なように （Shaw　1931）、決定的な社会

的排除を被る とい う不平等で ある。

3．「応化」 として の 逸脱

　シ ョ ウは非行多発地域の状況を論ずる上で、「応化」

（acco   odation ）の概念を用い て い る 。 この こ とか

ら、
CAP の 理論的支柱をとらえる上で 、

パ ーク とバ ー

ジェ ス が定式化を行 っ た 「人 種関係サ イ クル 」 を踏

まえておく必要がある。

　シ ョ ウは 生活史三部作の
一

つ 、「犯罪 に手 を染め た

きょ うだい たち」 （Shaw　1938）に お い て、次 の 指摘

を行 っ て い る。
「子 どもたちが暮らす非行多発地域で

主流となっ て い る文化的特徴、社会類型、制度 、 意

見、実践 は、応化の様式で ある」 と （ibid．　 p，357，

傍点報告者）。そ して こ の 様式は 「地域住民が、都市

の 経済的社会的生活を生き抜く奮闘にお い て、創ら

れたものだ」 とシ ョ ウは指摘して V．・る （ibid．）。こ

こで私 た ちは シ ョ ウが 「応化」 を論ずる際、次の よ

うに人種的セ グリゲ
ー

シ ョ ン との 関連で とらえて い

た点を重視 して お か なくて は ならない。「都市で暮ら
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す人 々 の うち、最も所得の 低 い 集団が （建築物の 損

壊が 夥 しい ）都市中心部に住む の を強い られ る ・・

こ の セ グリゲーシ ョ ン の 過程の 中で、ニ ュ
ーカ マ

ー

の移民が この 地域に住み着くの で ある」 と （Shaw

1931，p．357）o

　 こ れ はパ ーク等が論じた 「応化」 である。周知の

ように、「応化」 とは人種サイ クル の 最終ス テ
ージの

　「同化」 （assimilation ）の 前段階で あ り、
「個人や

集団が 競争や闘争に よ り形成 された社会状況 に、内

的な適応を行っ て い く過程」 （Park　＆　Burgess　1969，

p。735）で ある。次の 「同化 」 とは、「人々 や集団が

他の 人々 の 記憶、感清、態度を獲得す る解釈 と融合

の 過程 で あり、経験や歴史を分有するこ とにより、

共通す る文化生活 にお い て、彼 ら と共 に組み込 まれ

るの で ある」 （ibid．）。

　 こ の 定義をよく読むならば、多くの 「同化」批判

者が想定 して きた よ うな、民族の 起源 を全 て 消 し去

るとい うこ とが求め られ て い ない こ とがわか る

　（Alba ＆ Nee　2003
，
　 p，19）。

こ の 点 につ い て は 、
パ

ー
クとバー

ジ ェ ス に よる社会学テ キス ト、「グリーン

バ イブル 」 の 検討を行っ た吉田と寺岡も指摘してい

た。
「決 して著者たちがい う同化が 、 移民たちが自文

化を捨て去 っ て完全に ア メ リカ文化に
一
体化するこ

とで はない 」 （吉田＆寺岡 1997，pl12 ）と。

　CAP で はむ しろ、新移民の 住民自身が、それぞれが

持 つ 人種 ・民族的経験を社会的資源 として 活か し、

「非行 予 防と逸脱者の 処遇」 プ ロ グラ ム に参加する

こ とが重要視されてお り （玉井 2013）、民族の 起源を

消 し去るこ とではなか っ た。

　 以 上の こ とか ら、CAP で企図されたの は、ス ラム の

新移民 じ しんに よる 「応化」 か ら 「同化」 へ の移行

を促進で あっ た とい うこ とができる。こ の 「同化」

とは 「参加」 で ある。つ ま り平等を求める 「参加」

なの で ある 。 従っ て 、 決 して既存の 「ア メ リカ人」

化 で は ない 。共 通の 目標 の もと、地 域福祉に貢献す

る日常的な共同実践を通 した社会的承認を、自らの

力で 得るの で あるか ら、強制的同化に服従するの で

はむろんない の で ある（玉井 2012）。

　事実 CAPの活動にお いて は 、 地域住民が共同 して

基金を集め、様 々 な地 域活動 を計画
・
実行 し、地域

か ら離れた場所にキャ ン プ場を確保するなど、地域

内に留まる こ となく、 地域外の より広い社会に参加

して い っ た 。
こ こで忘れてならない の は、マ イ ノ リ

テ ィ
ーとマ ジ ョ リテ ィ

9 との 間の 相互作用で ある。

つ まりマ ジ ョ リテ ィ
ー

の 側もまた 、 新移民をア メ リ

カ市民として 承認 し、受容する とい う変化を 同時に

伴うもの で あっ た こ とは重視されなくて はならない。

4 ，コ ミュ ニ テ ィ創出 と 「民主主義亅 の 実現

　 「CAPは端的に言 うと、どの よ うな真に民主主義的

な社会秩序に と っ て も基本 となる」 とい うように、

シ ョ ウは民主主義 の 概念を用 い て CAP を説明す る

（Shaw　et　a1．1940，　p．　513）。 鯉 で 企図された、地

域単位の 、住民 自身の 民 主的統治 に よ る コ ミ ュ ニ テ

ィ創出を基軸とした CAP の方法論を検討する上 で、

デュ
ー
イ の 民主主義の 理論が参考になる 。

　　「公衆」 の 失墜を危惧したデ ュ
ーイは、真の コ ミ

ュ ニ テ ィ生活 か ら民主主義の 政治機構が発展 したの

で あると し、「タウン ・ミ
ー

テ ィ ン グ」 にその 起源を

見出して い る   ewey 　1927，　p．111）。こ の 専門家に よ

る の で は ない 、地域住民に よる直接民主制 の 地方自

治こ そ、コ ミュ ニ テ ィ創造の 要で ある とするデュ
ー

イの パ ー
ス ペ クテ ィ ブは、CAP で重視された理念及び

方策と
一
致 ケる。

　それはシ ョ ウが CAPの 年次総会で次 の ように述べ 、

直面する問題解決 の ために地域住民が自らを組織化、

共同 す る過程 か ら、コ ミ ュ ニ テ ィが創 出 され る と指

摘 して い る こ とか ら明らか で ある。
「小規模な地域の

人々 がカを合わせ 、共有する 問題 につ い て考え、衡

彼女ら自身の 近隣住区にお ける建設的な活動を推進

と発展に着手する時、新しい 建設的な要素がその コ

ミ ュ ニ テ ィ 生活に加わ ります。近隣の 人々 が自分た

ちの 力で こ うした こ とをし始め る ときはい つ も、よ

りよい コ ミュ ニ テ ィ を建設するこ とに重要な貢献を

して い るの で す」 （Shaw　1951）。

5．結び

　本研究で明らかに された の は、CAP の 方策と理 念が、

シ ョ ウの 非行理 論に加 え、初期シ カ ゴ 学派を牽引 した デ

ュ
ーイ、パ ー

ク
・バージェ ス らの理論に い か に 基礎 づけ

られ、排除されてい た移民マ イノ リテ ィ
ー

の 社会参加を、

マ ジ ョ リテ ィ
ーとの 相 互作用 におい て、い か に して促進

しよ うとしたか とい うこ となの で ある。

＊参考文献は学会で配布する レジュ メに記載 します』
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